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こ
ぶ
し
の
さ
と
は
、
佐

賀
北
部
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

で
、
地
域
住
民
の
関
心
が
高

く
、
再
開
を
待
ち
望
む
声
が

大
き
い
。

　
今
議
会
で
、
条
例
と
改
修

工
事
等
の
予
算
が
出
た
が
、

ど
の
よ
う
な
構
想
を
持
っ
て

い
る
の
か
を
問
う
。

　
本
施
設
は
、
温
泉
宿
泊
施

設
、
地
域
の
活
性
化
、
避
難

所
の
利
用
な
ど
、
佐
賀
北
部

地
域
に
重
要
な
役
割
を
持
つ
。

　
今
年
度
の
予
定
は
、
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
機
器
の
修
繕
と
内

部
の
改
修
工
事
を
行
い
、
温

泉
・
宿
泊
・
食
事
の
利
用
が

で
き
る
よ
う
、
来
年
３
月
ご

ろ
の
営
業
再
開
を
目
処
に
、

指
定
管
理
者
を
選
定
す
る
。

　
こ
ぶ
し
の
さ
と
を
中
心
に

地
区
内
外
か
ら
幅
広
い
世
代

の
方
が
集
ま
り
、
憩
い
や
交

流
の
場
と
し
て
、
地
域
の
賑

わ
い
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
周
辺
に
は
、
拳
ノ

川
診
療
所
、
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
、
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
生
活
福

祉
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
し
な
ど
が

あ
り
、
相
互
に
連
携
し
、
地

域
の
維
持
活
性
化
、
及
び
、

交
流
事
業
拡
大
の
拠
点
施
設

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
　
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
相
談
先
は
あ
る
か
。

　
昨
年
度
か
ら
地
域
力
創
造

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
で
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
全
国
の

事
例
を
参
考
に
、
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
て
い
る
。

　
　
住
民
は
、
通
う
こ
と
で

唯
一
の
楽
し
み
や
馴
染
み
の

関
係
作
り
や
健
康
づ
く
り
と

な
り
、「
き
ょ
う
い
く
（
今

日
行
く
所
）」
と
「
き
ょ
う

よ
う
（
今
日
の
用
事
）」
に

も
繋
が
っ
て
い
た
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

　
温
泉
に
行
く
用
事
を
作
り

外
出
を
促
す
、
人
と
会
う
こ

と
も
大
切
。
継
続
利
用
し
、

心
身
の
健
康
増
進
に
も
繋
が

る
。

　
　
指
定
管
理
で
、
住
民
の

声
や
町
の
意
見
等
は
取
り
入

れ
て
も
ら
え
る
か
。

　
近
隣
施
設
や
地
区
住
民
と

こ
ぶ
し
の
さ
と
を
繋
ぐ
役
割

が
必
要
で
あ
る
。
佐
賀
北
部

地
域
活
性
化
協
議
会
に
も
定

期
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
関

わ
り
を
持
っ
て
い
く
。

　
　
こ
ぶ
し
の
さ
と
は
、
災

害
時
の
避
難
所
と
し
て
も
大

事
な
施
設
と
考
え
る
が
、
耐

震
対
策
等
も
含
め
て
問
う
。

　
地
域
防
災
計
画
で
、
異
常

気
象
時
、
豪
雨
等
及
び
地
震
、

津
波
時
の
避
難
所
に
指
定
。

収
容
人
数
は
屋
内
70
人
、
屋

外
３
１
５
５
人
の
計
３
２
２

５
人
だ
。

　
宿
泊
施
設
は
、
鉄
骨
造
り

で
平
成
５
年
に
、
温
泉
棟
も

平
成
10
年
に
建
築
の
た
め
、

耐
震
性
は
有
し
て
い
る
。

　
以
前
の
経
営
者
と
も
町
と

の
避
難
所
開
設
の
協
定
書
を

交
わ
し
て
い
た
。
　

　
今
後
、
指
定
管
理
者
を
公

募
の
際
に
、
避
難
所
開
設
の

協
力
体
制
も
盛
り
込
み
、
よ

り
良
い
避
難
所
運
営
が
で
き

る
よ
う
調
整
し
、
こ
ぶ
し
の

さ
と
再
開
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

こぶしのさと

どんな構想を持っているか

地域の賑わいの拠点目指す
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再
開
予
定
の
「
土
佐
佐
賀
温
泉
こ
ぶ
し
の
さ
と
」

脱炭素と防災

被
災
後
　
自
立
の
取
組
み
は

電
気
の
自
家
発
電
が
役
立
つ

　
　
健
康
保
険
証
は
、
住
民

の
命
と
健
康
を
守
る
大
事
な

必
需
品
だ
。

　
政
府
は
慣
れ
親
し
ん
だ
保

険
証
を
今
年
の
12
月
で
廃
止

を
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
替

え
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
ど

う
な
る
の
か
。

　
健
康
保
険
証
は
今
年
の
12

月
２
日
で
廃
止
と
な
り
、
マ

イ
ナ
保
険
証
に
替
わ
る
。

　
し
か
し
、
今
年
８
月
に
更

新
さ
れ
る
現
在
の
健
康
保
険

証
は
、
経
過
措
置
と
し
来
年
、

令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
利

用
可
能
と
な
る
。

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
取
得

は
任
意
だ
が
、
持
た
な
い
人

は
ど
う
な
る
の
か
。

　　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
替
わ
り

に
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
。

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
病

院
で
は
ど
の
よ
う
な
使
い
方

を
す
る
の
か
。

　
毎
回
の
診
察
ご
と
に
マ
イ

ナ
保
険
証
を
提
示
し
、
４
桁

の
暗
証
番
号
も
打
ち
込
む
。

　
　
高
齢
者
や
障
害
を
持
っ

た
方
な
ど
、
番
号
の
打
ち
込

む
の
が
難
し
い
方
も
い
る
が
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

　
暗
証
番
号
の
打
ち
込
み
が

困
難
な
方
は
本
人
同
意
の
上
、

付
き
添
い
の
人
等
に
打
っ
て

も
ら
う
事
は
可
能
だ
。

　
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
広

範
囲
に
起
こ
る
た
め
、
被
災

後
に
他
の
地
域
か
ら
の
支
援

は
手
薄
に
な
る
と
思
う
。

　
し
ば
ら
く
は
自
立
し
た
生

活
の
心
構
え
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
対
策
等
は
ど
う
か
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
支
援

が
届
き
に
く
い
状
況
を
想
定

し
た
準
備
を
し
て
欲
し
い
。

地
域
で
の
助
け
合
い
も
必
要

と
な
る
が
、
地
域
で
何
が
出

来
る
か
、
今
年
度
、
地
域
担

当
職
員
と
自
主
防
災
会
で
検

討
す
る
計
画
を
し
て
い
る
。

　
行
政
と
し
て
は
情
報
通
信

の
確
保
が
大
事
で
、
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
　
脱
炭
素
事
業
は
被
災
後

の
自
立
に
も
大
き
な
効
果
が

あ
る
と
思
う
が
、
具
体
的
に

何
が
出
来
る
か
。

　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
は
、

発
災
後
の
停
電
に
な
っ
た
時

電
気
が
使
え
る
。
指
定
避
難

所
全
て
に
パ
ネ
ル
を
設
置
す

る
予
定
で
、
冷
暖
房
を
は
じ

め
、
人
工
呼
吸
器
等
の
医
療

器
具
の
活
用
等
も
可
能
と
な

り
、
被
災
後
に
も
役
立
つ
と

考
え
る
。

　
脱
炭
素
事
業
を
す
る
事
で

防
災
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
教
育
長
の
所
信
を
伺
う

健康保険証

廃止の方向　どうなるのか

令和７年７月末まで有効

村
越 

情
報
防
災
課
長

宮地 葉子 議員
みや   ぢ　 よう  こ

佐
田 

住
民
課
長

佐
田 

住
民
課
長

佐
田 

住
民
課
長

佐
田 

住
民
課
長


